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９月27日（日）第２会場　午後１ ：００～５：00

食品の調狸加工l-Nj刻するバ，ラフレーパ･-c^珊牝

じ日本家政学会

　　　　　一孝販･食品･ヤりしフ応分組成め騎眼について一

　　　　芙立女欠変改　中滞勇、-　0和田涼子　寒､珊々死

　目的　香今料(71 It T- 4/m gp, t ^M r-It ^ *^-t£ifiいVニラフレー/S'一乏剥用けこ衷函

が僧如I Tいる. り､ひめ、嗜好伊崔川- rj.-/トー方lひいては、貫物r^刈す3携碓と生

態i喋化レつつぁゐY言える．

　演々いt 今賑､四ラみ

しヽそ(7･特性を明いヽ剛てさし季報ぽ、パ･＝､ラ戌分吋丿剛･牡明りヽ･緋名目的T".

徊りヽ今匯食品を蔓び、侠封を如えi浦のて哺る．とく('.パ'ニラ叫岬尹、組成^-J^む･!

/Vニラフレー/K－め肘柱ヽりび灘核jいか．

　かも　穿趾(7＼食品>: I てa、フィズク'ト叫キャ> うー, ケーり

ら試料□

i%鰯レがスクtコマトグ？フィ- 肩7 々7 fこ. ハトクク･裸坪品と( 1、バリンIエ斗jレ

/VよI)ンと　脅販心/K'^ ？フレ-iヽ<-k よひ、天然バ'ニーラ散稗類を使用しひ．

峰果・考敞　ﾉヽふリン凛及方哺瓢'物で･はμヽ､おχで･あiことtヽら. 摩品にヽ便刷ぎれ穴八

ご

7 t叫倉咸で＝ラi^村眼V明りヽ|-^ yバ--．? らト、ハグニラ^ 主応分I!種類i復匹、>i (A

^的､^尹i葎討ずることトよ')-バ'ニラ層(^ 糾侭分僻みよ加奎*<2.ダ推忿りn- i ，な-h ヽ水

v?D必/Xぶラ看か名或分心ま複雑なI のと- 単弛なl 口とがあり. ごれ降．伊希的配息、喀

品将捧とともにヽ曙好rf k'クヽ希像め各国r^よ．て-f^嗜＆うけ了、りもめと溥えら靭^ ，

A 59　　食用植物(?)成分a一報）　　青ジソ葉（7）フェノール成分

　　　　熊本大教t学靭　有富正和

　目的　日本。料理にいｒしぼ使用? れる雀ゾソIt芳香t 有オiと共，乱かff ■ド7 ワ。強

い植物T- あゐ。そ。揮発油I-- っいT It古< ヵヽら敷夕9 （の研究が行なわれてぃる力ヽ゛, T 7の

主成分ヒ予想！・ろフェノール性成分iﾆつぃT ・粒% 1才1 当らなt. .　いわゆド77の本省

い月らりこt るS 的-・今回青ジソ葉。フェノ- Iレ成かい冴究．μ.

　実験結果　乾t* 肴->ソ奮。MeOH抽出物ヵヽ万らn-BuOH 1-転:念し, Amberlite XAD-2 に吸着寸|る

物% t　Dccc I- かけ, 8 つ・区分4 得だ.　Dccc の物動層I; tt 溶・区分とFr.3 から物膏l-

C2iHisOl2 2H2O, mp 300°C, UVλ忿？nm=283（4.32）, 333（4.43）, %. , Fr.lからｴｴ, C27H30O15 2H2O，

mp 252-253°C, [oId°＋6 . 8°{methanoD），UVλmlx'^nm: 272（4.26), 330（4.30）,　i ，Frs.5,6,7から物%

ｴｴｴ, CieHieOs， mp 172－173°C,［aリ" ＋88.2°（methanol), UVλ鸚？nm: 289（infl., 4.10）, 329（4.22）, おヽ

よび物舎工V, mp 193-196°C, UVλ鵬Ｆｎｍz 292－303（infl., 3.97）, 321 (4. 03）, い尋f-。をれぞれ・収

i(ま乾咳粟1--対Ｕ I;0.01%, II; 0.002%, III! 0.2%, IV;0.005% T･あ。耘. 化't的方法外，よひヽヽ

uv,ｴR， PMR ならびにFD massス/＼= クトjしの結果力ヽら, これらIt それぞれエ; scutellarin,ｴｴ，

6，8-di-C-hexosylapigenin,工工工;rosmarinic acid. IV: caffeic acid　と洸定された.

　結言令　　rosmarinic acid の水溶液It渋Ｃ苦い味を示L , 放Sすると／

褐蜜する-$実お，よ- v-'収量。点力ヽら. 肴ジヽノのフワ・主成分It rosmarinic acid, ヒ決定しに

rosmarinic acid It 青ジソ葉中まt- ，J今4 とt MeOH 抽出物中塩<7) 形X"存/ft オ% 専ｶﾍﾞ）CCC上。

挙勣n-ら推察！れた.今回。絃果if i，v 丈献ヵ，ら,　rosmarinic acid ,* i だ界特I- シソ耕。

植物I- 広之存在しＺいる庫*'■予偲されtこ.


